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らかにしたものである。高野は、音楽専門教育の最前線である東京音楽学校に勤務しつつ、邦楽調査掛
の事業で中心的役割を果たし、文部省の唱歌教材作成にも国語教育の系譜に位置づく立場で深くかかわ
っていた。また、歌謡史・演劇史研究においては実証的な成果をあげ、将来の音楽文化に対して貴重な
提言を行い、さらには、民衆の歌謡に対する独自の視点をもっていた人物である。 
 本論文は三部から構成されている。第一部「高野辰之の業績をその背景」では、高野の言説等を手掛
かりに、高野の研究歴を時系列で整理し直し、国文学・国語とのかかわりから、邦楽調査掛の事業や国
定教科書の作成などを通して、浄瑠璃研究から歌謡史・演劇史研究へと広がる高野の足跡を明らかにし
た。第二部「高野辰之の邦楽観」では、明治40年代から昭和10年代を中心に当時の音楽状況をふまえな
がら、高野の業績に通底する邦楽観を抽出し、その独自性を明らかにした。音楽は常に変化し続けるも
のであるという認識に基づく高野は、邦楽の各種目に対して、新しい外来の音楽文化を同化しながら変
化し続ける生命力を求めた。さらに、一般大衆が思いにまかせて歌える「民謡」が新しい邦楽を生み出
すと考えていた高野は、そうしたうたが対比的な「技巧歌」とも相互影響的にかかわり合いながら、時
代に合った音楽に形を変えていくという独自な見通しをもっていたのである。高野の邦楽観をふまえた
第三部「高野辰之における日本の音楽と学校教育との接点」では、子どもの表現や学校教育のありよう
に対する高野の主張が検証された。日本の芸術音楽と民謡の両者をつなぐ役割を唱歌に期待していた高
野は、民謡の一部として高野が位置づけたわらべうたと、唱歌教育期のわらべうた教材とが乖離してし
まったこと、唱歌が日本在来の音楽に対して耳を塞いできたこと、唱歌教育が西洋音楽を基礎とし、規
範性を重視したことなどを批判する。そして、高野のこのような見解は、現代の音楽科教育において日
本の音楽の位置づけを考えていく上で大きな示唆を与えるというのが、申請者の主張である。 
 本論文の学術的成果は、第一に、膨大な資料と先行研究を多角的に分析することを通して、高野の全
体像を具体的に描き出したことである。時系列に丹念に研究歴等をとらえ直すことによって、高野の視
座の形成過程を明らかにすることにも成功している。しかも資料の中には、高野の日記や論文、諸記録
など、これまであまり知られていなかった貴重な資料が含まれており、資料性という面でも価値の高い
論文となっている。第二に、音楽教育史研究の視点から考察を行い、高野の邦楽観・音楽観を明確に示
したことである。本論文は、言うまでもなく単なる人物研究ではない。その背景には、今日の音楽科教
育における「我が国の音楽文化」のとらえ方に対する強い問題意識が存在する。邦楽を相互影響的、流
動的に変化するものととらえ、さらに、生活文化の音楽と芸術音楽の両者を結びつける回路として唱歌
や童謡を位置づけようとした高野の視座に、今日の日本の音楽と学校との接点をとらえ直す手掛かりを
求めたところに、音楽教育学の博士論文としての価値がある。 
 ただし、若干の課題は残されている。高野の音楽観がやや抽象的なレベルに留まっている感は否めな
いし、高野の音楽に関する言説の信頼性にも問題があろう。文章表現の重複が目立つ点や結論部の記述
の仕方についてはなお改善の余地がある。 
 とは言え、厚みのある論述で新たな高野辰之像を描き出し、日本の音楽に対する高野の視座の独自性
と意義を、今日の音楽教育学の課題にまで引きつけて論じた本論文は、論文博士の学位に値する優れた
内容であると判断し、合格とする。 
